
今日のお話

被ぱくを避ける権利を求めて

一福島原発の被害と被害者支援の今一 1 被ぱくの健康影響と被ぱくを

福島の子どもたちを守る法律家ネットワーク 避ける権利

(SAFLAN) 2 支援法の成立と有名無実化
弁護士福田健治

3 被災者支援の今後
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今日のお話 原発事故の被害：避難区域内

1 被ぱくの健康影響と被ぱくを 根こそぎ

避ける権利 コミュニァイの崩壊

2 支援法の成立と有名無実化 生業の喪失

3 被災者支援の今後
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原発事故の被害：避難区域外

避難をめぐる葛藤岡対立
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低線量被ぱくのリスク管理に
関するワーキンググループ

報告書



①lOOmSvを超えると被ばく線
量に依存して発がんリスク ②lOOmSv以下の被ぱくは

上昇 発がんリスクの明らかな増加
↑ を証明することは困難

原爆被爆者疫学調査
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③20mSvの被ばくによる健康リ 疑問1

スクは、喫煙、肥満、野菜不

足等のリスクより低く、避難に lOOmSv以下の被ばくについて
よるストレスや野外活動を避 有意な影響はないのか
けることによる運動不足と比
べられる程度
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国際放射線防護委員会
2007年勧告

約100mSvを下回る低線量域では、がん
文は遺伝性影響の発生率が関係する
臓器及び組織の等価線量の増加に正
比例して増加するであろうと仮定する
のが科学的にもっともらしい。
（直線E闇値なし（LNT）モデル）

B 

全米研究評議会BEIRVII 

委員会は、現在の科学的証拠は、電
離放射線への暴露と人体における
がんの発生との聞に線形で闇値の
ない線量・反応関係が存在すると
の仮説と適合的であると結論する
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図4 LNTモデル直線しきい値なしモデルの模式図

（中西、 2014)
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100m5v以下の被ばくによる影響に関
する疫学研究①（事故前）

・原発労働者20万4000人を対象と
する前向きコホート調査において
は、白血病を除く全悪性新生物
の標準化死亡比は1.04で有意に
1より高い。（放射線影響協会、
2010) 
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lOOmSv以下の被ばくによる影響に関
する疲学研究②（事故前）

• 15カ国の原発労働者40万人以
上を対象とする後ろ向きコホート
調査においては、白血病を除くガ
ンについて有意な死亡率上昇。
平均被ぱく量は19.4mSv。（Cardis
ほか、 2005)

lOOmSv以下の被ばくによる影響に関す
る疫学研究④（事故後）
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・スイスの200万人以上の子どもを対
象とするコホート調査においては、
自然放射線への被ばく量とがん発
症との聞に有意な関係。調査対象
去の外部放射線量の範囲は年間
Tこり0.481目3.355mSv。（Spycherlま
カ，.. 2015) 
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lOOmSv以下の被ばくによる影響に関
する疫学研究③（事故前）

＠チエルノブ、イリ原発事故時！こ0歳
から5歳だったウクライナの子ど
もを対象とした白血病の噴症率
調且。 10mGy以上の被ぱくをした
対象者について、白血病のリス
クの顕著な増加。（Noshchenko
ほか、 2010)

lOOmSv以下の被ばくによる影響に関す
る疲学研究⑤（事故後）

" 

・イギリスにおいてCTスキャンを受けた
小児17万人以上を対象とする後ろ向き
コホート調査においては、 CTスキャンに
よる被ぱくがSmGylこ満たない子どもと
比較して、30mGy以上の子どもについ
て、白血病圃脳腫療の発生率が有意に
上昇（Pearce！まか、 2012)
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lOOmSv以下の被ばくによる影響に関
する疫学研究⑥（事故後）

－オーストラリアにおいてCTスキャン
を受けた青少年68万人以上を対象
とする後ろ向きコホート調査におい
ては、 CTスキャンの回数の増加に
よる有意ながん発症率の上昇。 1回
のCTスキャンの平均実効線量は
4.SmSv ( Mathews ほか、 2013)

福島県民健康調査における
甲状腺検査

・対象者：事故時18歳以下＋事
故後1年以内に出生

・先行検査（～2014/3)
＋本格検査（2014/4～）

・超音波検査ーラB/C判定→
二次検査

" 

" 

疑問2

福島原発事故の影響は？

" 

甲状腺がんの多発

先行検査 300,476 114 

本格検査 199,772 39 

合計 153 
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甲状腺検査検討部会中間とりまとめ

・擢患統音十などから推計される有病率に比
べて毅牛｛口のオ一、ーで多い。
・被ばくによる過剰発生か過剰診断（生命予
俸を脅かしたり卜事状を主たらしたりしないよ
つながんの診断）のいず、れかが考えられる0
．これまでの科学的知見からは、前者の可
能性を由Iこ京定するかのではないが、後
者の可書じドが高いとの意見があった。
・（ただし実際の治療にあたっている県立医
大は過剰診療を否定。）

" 

Tsuda et al., 2015 
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Tsuda et al. 2015 

＠先行検査：福島県中通り中部
の発生率は日本の年開発生
率のso倍（95%信頼区間：25-
90倍）

＠本格検査：日本の年開発生率
の12倍（95%信頼区間：5.1-
23）、さらに増加ヘo

健康影響をめぐる公的言説

・疫学的に有意でない→
影響はないというレトリック

．新しい科学的知見の無視

．誤ったリスク比較

" 

28 



福島市：放射能に関する意識調査（2012/5)

原発事故避難の特殊性
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避難をめぐる亀裂
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図180 できれば避難したい
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浪江町：住民意向調査（2013/8)
原発事故避難の特殊性
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避難の権利の見取図

避難する権利とは 避難の保障

(1）放射線被ぱくの影響につい

て情報を受け、

(2）避難を選択した場合に必要

な支援を受ける権利

情報への権利

東京電力による
賠償

政府による支援

" 金一一

権利としての避難の意義① 権利としての避難の意義②

命と健康を守る＝人間の尊厳 選択としての避難
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権利としての避難の意義③

国家に対する請求権

原子力損害賠償紛争審査会：
中間指針追補（2011/12)

．放射線被曝への恐怖や不安
を抱くことには相当の理由

－その危険を回避するために自
主的避難を行ったことは

やむを得ない

" 
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賠償で十分か

東電賠償の限界

①事後的支払い

②予測可能性低い

③国の責任
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